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結核対策プロジェクト



序　　文序　　文序　　文序　　文序　　文

　カンボディア王国では、開発途上国のなかでも結核の蔓延率が高く、１年間で登録される患者

数は約１万3000人であるものの、実際の発症患者数はその倍以上と推定され、年間５％程度増加

しています。このような状況のもとで、1994年から同国はWHOの支援を受けて国家結核対策計

画を策定し、治癒率を改善するなどの成果をあげました。

　しかし、その展開があまりに急激であったことや人材が不足していることから、巡回指導や要

員の訓練等に行き詰まりが生じ、HIV感染も急速に増加していることから結核の感染爆発も懸念

されており、そもそも国家財政が年々厳しくなっていることから十分な対策ができない状況にあ

ります。このような状況のなか、カンボディア王国政府は国家結核対策計画の実施機能強化と関

連する医療従事者の養成等を中心とするプロジェクト方式技術協力「結核対策プロジェクト」を

要請してきました。

　これを受けて、国際協力事業団は、プロジェクト方式技術協力による結核対策プロジェクト実

施の可能性について調査すべく、1998年５月24日から同年５月31日まで財団法人結核予防会結

核研究所副所長 石川信克氏を団長として事前調査団を派遣しました。今回の調査団では、別途要

請の接到している無償資金協力による国立結核センターの改修についても、その妥当性を判断す

るための基礎資料を作成すべく調査しました。

　本報告書は同調査団の調査結果を取りまとめたものです。ここに本件調査にご協力いただきま

した関係各位に対しまして、深甚なる謝意を表しますとともに、本プロジェクト実施に向けて、今

後ともご指導、ご鞭撻をお願い申しあげます。
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